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 気菅支喘息は、気道〔空気の通り道)
 に慢性的な炎症が起きるために一気
 道が狭ζ、なる病気です。
 喘息の人の気道では、炎症により
 気道の粘膜に変化が起きていて、芭々
 な刺激ハタバコの煙、ハウスダスト
 かぜなど一により気道が狭くな〔,ノて
 層苦しくなったり咳か止まらなく
 なったりしまず。
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 このような症状かあれば、喘息で
 ある可能性が高いので、医療慌関を
 受診することをお勧めします。
 一般的には病気の原因の検査を含
 め、一般的な血清検査や胸部レント
 ゲン.棒一蓋の他に、アレルギーの三栖査
 なとを行います。必要に応じて呼吸
 機能旗査や気道一過敏性の横査を行う
 ことがありまず.
 これまでの喘息の治療は、発作が
 出たらそれを抑えるという様な治療
 で。した。発窪は喘昏の悪化につなが
 りますので、できるたけ起こさない
 ようにする必要かあります。喘息は
 慢性の病気で、すので、現代の医療で
 も完全に治すことは難しい病.気でずむ
 しかし、殆どの場合一喘息はコント
 ロールずることが可能でず。うまく
 コントロールさえすれば全く健常
 な入と同じように生活し、社ハ云活動
 をずることが可能です.)またスポー
 ツをしたり女性であれば妊娠・出産
 も十八刀可蛎彫です。
 ずなわち.喘息はコントロールす
 ることか大事な病気ということです。
 症状が軽快・消失したからとい[,一て
 も気道の炎症は慢性的に続いていま
 すので、自己判断て治療を中止せず.
 国師の指示に従2-、長期にわたって
 管理する必輯.があります。
 また、発作がコ
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 喘息の治療に使われる薬は.急性
 発南に用いる発年治療薬〔リリーバ
 ー〕と、発作の予防および長期嘗理す
 るための治療薬〔コントローーフー}
 に分けられます。
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 発年を通や力に抑えるために、症
 状かあるときだけ使用する薬7.す、
 垣時間一作用型のβ2刺激∬交曝ヌ一
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 気迫の炎症を抑えるあるいは気
 奮支を長時間拡げることによって,
 発作のない状“.叱ご押」継接するた誇
 ハ一一症献や一発窪力な一《7、も.
 毎日規則正し『・庚用する、
 ありま亨、.明大のステロイド塁か
 代表て.すか、経口の「一ヘテローート桑、
 一一呼触性一丁オ一一.一一日u・一ノ葉、一且時間作
 用型β2郵灘莱一締一入綬口貼付一一.
 抗「rレル⊥TI平なとか含まれます一一一
 一般にはセーセー言わないから、
 家族に喘息の人が誰もいないから.
 などの理由で、喘息ではないと田レっ
 ている憩者様を多く見、受けます。し
 かし、実際にはアレルギー疾尋の増
 加に伴い程度の差はあるにせよ喘
 息の害者様は数多く存在するように
 署われまず..疑問かあるようでした
 ら、気軽に医療機関を受一一罫ずること
 をお勧めいたします.
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